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農業委員会の動き
　12 月 20 日に定例総会が開催され、次のと
おり確認されました。

・農地所有権移転　　　  　　　5件
　　　賃貸借　　　　　　　　５件
　　　賃貸借　合意解約　　　４件
・農地転用　市街化調整区域　 ４件
・農業振興地域整備計画の変更（除外）　２件
・農地利用集積計画の決定

　１月の農業委員会定例総会は次のとおりで
す。傍聴におい出てください。
　・日時　1月 21 日火　午後１時 30 分
　・場所　観月台文化センター大研修室

　方　部
事前モニ

タリング

三者打

合せ

除染

着手

除染

完了

事後モニ

タリング

藤田方部 326 件 254 件 201 件 140 件 118 件

小坂方部 18 件 － － － －

森江野方部 102 件 88 件 77 件 17 件 1件

大枝方部 129 件 129 件 128 件 127 件 119 件

合　計 575 件 471 件 406 件 284 件 238 件

住宅除染の進捗状況

　住宅除染の実施状況（平成 25 年 12 月末）は次のとおりで、
575 件の住宅除染に取り組んでいます。
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森林（生活圏）除染を
開始します

　森林（生活圏）の除染はこれまで泉田地区
において実施されてきましたが、この度、小
坂方部の住宅除染開始と並行して、太田川、
小坂、鳥取、内谷西・東町内会で除染を開始
します。除染範囲は住宅に近接する（20 ｍ以
内）森林を対象としており、該当する山林の
所有者の方を対象に 12 月 19 日説明会を開催
しました。
　除染方法は主に落葉等堆積物の除去で、除
染で発生した廃棄物等は大型土のう袋に入れ
現場で保管します。なお、現場で保管された
大型土のうについては、搬出先が決定次第、
運び出すこととなります。

「ももたん広場」クリスマス会

　12 月 23 日、屋内遊び場「くにみももた
ん広場」でクリスマス会が行われました。
　子どもたちと太田久雄町長のジャンケン
大会が行われ、優勝は国見小学校５年生の
岩渕元

はじめ

さんで、太田町長からプレゼントを
もらいました。くにみももたん、サンタク
ロースもサプライズで登場し、子どもたち
一人一人にプレゼントを渡しました。

みんなでにっこり記念撮影

福島税務署からのお知らせ

国見町農業政策に関する建議
　国見町農業委員会（朽木勝之会長）は 12 月 26 日、「平
成 26 年度農業政策に関する建議」を太田久雄町長へ提出
しました。
　国見町の基幹産業である農業が、有望で今後も恒久的
に持続可能な職業の一つになるよう農業委員会が取りま
とめた意見を建議したものです。

～建議の内容～
◆原子力災害対策について◆農業後継者、担い手支援について

◆農村の振興と活性化について◆鳥獣被害防止対策について

◆遊休農地解消対策について

◆ＴＰＰ ( 環太平洋経済連携協定 ) 交渉への対応について

◆農業委員会体制並びに機能強化について

◆農業生産基盤の推進について

左から農業員会職

務代理者村上正勝

さん、朽木勝之会

長、太田久雄町長
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